






































































































ことで本人も没後に社の外に埋葬されて石神明神と祭られ、水旱・疫病には霊験あらたかであった 具足塚の鎧は源氏重代の八領の鎧の一つであったせいか、こ 塚のあたりに白蛇が出没する。今住持している真恵自身、三所の御影を拝せんと社を開けてみると、影像は朽木になりはて一眼の白蛇が七重に巻いていた、こ は明神の化身か鎧の精霊であろう、と真恵の感慨が語られている。
また今安置している阿弥陀如来は、中頃筑紫安楽寺 僧が六十六部のお経を納める










（絵巻の紙背の人物部分に、 「義家公、義光、豊嶋太郎近義」という書き込みのあることが指摘されている） 、それに繋がっ 鎧を納めた平塚と社が描かれている。次の真恵が大勢の人々に見られながら社を開廟し いる場面 は 社 中の影像に白蛇 巻き付いている がかすかに見え また社の後方には白蛇が這っている。これが詞書に言う「明神の化する所 、 又彼よろひの精霊か」 あたるものであろう 三場面目は、宿泊した廻国僧が阿弥陀仏を背負おうとしてもびくとも動かないところ。四場面目は城官が平塚明神に出世を祈願している。次の場面は出世 た城官が社 寺を修理建立している。最後に家光公が御遊の折 再興された平塚明神に立ち寄り、それを城官が平伏 お迎えしている場面であり、ここには家光公の駕籠や馬、家臣 行列一行が所狭しと描かれている。
以上、縁起絵巻そのものの考察に視点をおかないため、平塚明神の由来とその変遷






































































































































































































































































































































































































平仮名の読めるものには縁起の内容が理解できるようになっている。これは多階層に及ぶ参詣者への配布目的で作成されたからであろう。縁起の本体は平塚明神及び城官寺の由緒変遷を記録する価値ある宝物として継承されていくが、その価値を一般に流通させるには略縁起が有効である。『略縁起』は本体と性質を異にするため、平塚明神及び城官寺の霊験を全面に打ち出している。まず、 塚明神を祭った は豊嶋太郎近義である、と縁起本体には明らかにされ なかった豊島氏の名前があげられている。義家・義綱・義光の垂迹した平塚三社明神には二丈余もある白蛇 顕れたり、度々龍燈が上 ったりす ことを神明の霊験と語り、今の城官寺の本尊阿弥陀如来はかつて筑紫 廻国修行僧がこの地に旅宿した時、背負っ た阿弥陀如来が岩 ように動 なくなったこと ここに安置することになった本尊であると、神仏の不思議を強調している。それを「不思議なるかな、神仏共 権化なり」と、明神も阿弥陀仏も人々を救うためにここに在 いるのだ らどうぞ皆さん参拝して下さい、という宣伝になっている。参拝者を誘うために、上中巻にわたる源氏一族の華々し 戦歴や、下巻における徳川家光公に庇護された山川検校城官の再興譚は、思い切って捨象しなければならなかったのだろうさらに、宗教的権威を高めるために、二つのことが脚色されている。一つは義家か











（八五） 、大阪府（七九） 、京都府（四五）であったが、造仏伝承の上位三県が神奈川県（七六） 、兵庫県（六六） 、新潟県（五三）と関西以外が入っていることに驚いた。その両方を含めると行基伝承寺院（開基も造仏も両方あるものは一ヵ寺と数える）上位三県は兵庫県（一二二） 、大阪府（九九） 、神奈川県（八九）であるこ から、神奈川県に多い行基伝承の原因を考えざるを得なくなった。歴史史料的には行基の活動は畿内に限られているのである。
また、併せて伝行基作の仏像の種類も統計を取ってみると、総数でいくと上位三体
は観音（三七七） 、薬師 二一六） 、阿弥陀（一五八）であ 行基の生きた時代観音信仰の盛んな時代であり、薬師信仰も全国の国分寺に薬師を据え ことからこれらは納得のいく仏像であったが、三位に阿弥陀仏がきてい ことは意外であった 奈良時代の行基 活動事跡からは 浄土信仰は見えてこない。ちなみに四位は地蔵六七体と、数字 三位の半分以下 なる。
伝承自体は時間をかけて調査をすれば伝承事実の内容を示すことはできるが、その
要因を探ることは意外と難しい。行基伝承を研究されてい 根本誠二氏は、やはり東国における行基伝承の多さに注目され、その拡散 大きな契機として、源頼朝が源平の戦乱で焼失した東大寺大仏の再興に米一万石、沙金一千両、上絹 千疋を寄進して協力している（ 『吾妻鏡』文治元年三月七日条）ことから 「 （行基）菩薩 聖跡を旧





聖武天皇より疫病平癒祈願を命じられて彫刻した薬師如来を東大寺に奉納したものを、後に源頼朝が鎌倉に迎えて安置し という伝承と、最宝寺 横須賀市野比）に、建久七年（一一九六）頼朝が創建の際 京都より行基作 薬師如来を勧請して本尊としたという伝承が掲載されている。
　
五来重氏によると、 全国的に広がっている信仰や伝承には全国を巡り歩く勧進聖や、















 阿弥陀堂 （袋村） 阿弥陀仏／西福寺 （豊嶋村）
阿弥陀仏／清光寺 豊嶋村）不動尊・釈迦堂の釈迦／観音寺（豊嶋村）観音／専称院（豊嶋村）地蔵／城官寺の光明院（上中里村）十一面観音
／王子権現社別当金輪寺 王子村）金輪仏頂／正受院（滝野川村）








































































作レル地蔵ヲ安置ス、縁起ノ略ニ、豊嶋左衞門清光、志願ノコトアリテ、行基ト謀リ、豊嶋郷ノ内ニ、七ケ所ノ堂ヲ建テ、仏像七軀ヲ彫刻シテ安置ス、此地蔵ハ其一ナ 外六躰ハ、西福寺阿弥陀・清光寺不動・同キ境内釈迦・観音寺観音・其余二躰ハ、今堂宇廃ス、此寺当時ハ地蔵堂ニテ、専称庵ト号セ ヲ、宝永二年、村民四郎左衞門ト云者、祐天僧正ヲ帰依シ、当庵ヲ興隆センコ ヲ願ヒシニ、祐天其志ヲ感ジ、遂ニ一寺トナシ 山号等ヲ命ジテ、伝通院末トナセリ、故ニ祐天ヲ開基トス、其頃ノ住僧ヲ、正参順應トイヘリ、清光ト行基年代齟齬セシコトハ既ニ西福寺ノ条ニ弁ゼリ、本堂ニ祐天開眼ノ地蔵ヲ置 又祐天ノ与ヘシ、百万遍ノ数珠ヲ蔵ス、其魁首ノ珠ニ 祐天自ラ弥陀ノ名号 鐫ス
清光寺の不動・釈迦、観音寺の観音には行基七仏の一つという説明がある。後述す
















六躰ノ阿弥陀ヲ彫刻シ、近郷六ケ所ニ安置シテ、彼女ノ追福トセリ、故ニ是ヲ女人成仏ノ本尊ト称ス、当寺ノ本尊ハ、其第一ナリ、次ハ足立郡小臺村、第三ハ当郡西ケ腹村、第四ハ田端村、第五ハ江戸下谷、第六ハ葛飾郡亀戸村ナリト云、此説モトヨリ妄誕ニシテ、信用スベキニアラザレド 当寺ノミニアラズ、残レル五ケ所ト ニ、少ノ異同アレド、皆縁起ナド リテ、世人ノ口ニ伝ル所ナレバ、其略ヲ記シオキヌ 且清光ハ権頭ト称シ 治承ノ頃ノ人ナレバ、行基ト 時代遙ニ後レタリ、中興ノ僧宥海、延享三年六月八日寂ス、境内ニ延慶三年 古碑 リ
西福寺は長い引用になってしまったが、これが『新編武蔵風土記稿』採録時点での





















てもう少し詳しく見ていくと、 二巻目の目録の 「一、 六阿弥陀武蔵 立給ふ由来の事」該当部分に、六阿弥陀が武蔵国 設立された理由が次のよ に記述されている。



























が、これらの縁起で共通していることは、いずれも父親が熊野権現の信仰のもとに霊木に出会っていること ある。塚田芳雄氏の論文から二・三、 六阿弥陀寺院 縁起より熊野参詣部分を引用してみよう。『無量寺縁起』 （刊記不明）
庄司是を甚愁ひ悲嘆のあまりに、姫ならびに十二人の侍女菩提のため、諸国の霊場を巡拝し、紀州室の郡熊野権現 参籠し深く十三人の菩提を祈願するに 不思議や夢中に霊木を授かる。神勅に曰く、汝此霊木を以て佛像を造らば、女人等成佛疑なしと、告玉ふに依て山中を尋るに、宮の東谷間遙に光明赫々たり、近付見れば、杉の大木なる倒木を得たり。庄司敬して思へらく、是こそ権現より授かる処の霊木なり。早く我本国に流着べしと祈誓して 人夫を入て熊野浦へ挽出し、我姓名を記して海中に差出し去ぬ。
                                       
『与楽寺縁起』 （安永九年再版）
父の荘司悲嘆のあまり彼の亡女等が為に、諸国の霊場を巡拝 紀州熊野山登詣せし道路に一樹の霊木あ て光明を放つを見る。荘司思ふて是偏 當山権現の本地阿弥陀如来の影向し給ふならんと、則此霊木をもって弥陀の尊像を彫刻せんと願心を発し、願くは當山権現ならびに、本地阿弥陀如来像我願心 哀愍納受し給はば、此霊木百有余里の蒼海を流れて我本国沼田浦 着せし給へと海中に投じけるに不思議や、彼霊木本国沼田浦に着て夜毎に光 。
『常光寺縁起』 （文政八年再版）
























































































六五）に八幡太郎義家が奥州征伐 時、当山で金輪仏頂の法を修しているのでそ 以前から勧請されていた だろうとか、文保・元弘年中には豊島氏が 造した、 いうようなことも記 る。
ところで、 『六阿弥陀伝記』の段階では六阿弥陀の寺院はまだ確定しておらず、寺






































なると、 『略縁起』のできた元禄六年（一六九三）段階ではもはや行基の名は人々の間には広く知られた状況であっ と言える。よって、豊島氏との関係で縁起つけられている六阿弥陀の行基造仏伝承を、下賜された十 面観音の作者に転用しても不自然ではなく、 むしろ 『略縁起』 方で積極的に利用したのではないかとさえ思われてくる。
　（六）熊野と行基伝承行基の造仏伝承で一番が観音、二番が薬師、三番が阿弥陀の順に多いことはすでに
述べた。源義家の守本尊が十一面観音であったことは、戦闘に参加する武士にとって修羅道の救済する仏として納得の くこと り、ま 、入水した娘たちの菩提を供養する仏として阿弥陀が彫られているのも、 話の展開としては了解 きることである。あとは、熊野で感得した霊木を彫像したのがなぜ行基となるのか という伝承の問題である。江戸期における空海伝承との比率を『新編武蔵風土記稿』 豊島郡 限って見てきたが、行基一四体、空海一二体 大差の ことも分か 。それでも、まだ空海ではなく行基なのか いう疑問が残る。
六阿弥陀伝承寺院に影響を与えたと思われる『一心六阿弥陀女人悟道鑑』 （＝『六




しかし、文殊が「三世の仏の母」 （ 『心地観経』 ）であるから、この仏の化身である





















東観音寺（愛知県豊橋市小松原町坪尻）勅命で東国に下向した際 昔熊野山に参詣して霊告を得たという故事にならい、当地へ赴いて海岸の山麓に祈念したところ一株 霊木得た。これ もって馬頭観音像を自刻、一宇を建立して安置した 現在堂前に立つ は、 が本尊を彫った霊木の余材で 不朽 誓って植えたもの
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に必然性があるのではなく、豊島氏と熊野信仰との関わりの中で六阿弥陀信仰が普及し、その時に全国巡歴の伝承や文殊化身説が広がっていた行基 、親子 因縁・女性の救済を説く説話が付属されたものと考え 。
結びに
『平塚明神并別当城官寺縁起絵巻』の十一面観音像が行基の造仏と言われるようになったのは『略縁起』からであったが、絵巻本体にない作者にどうして行基の名を付したのか、調査はこの素朴な疑問から出発 た。遡っていくと、 六阿弥陀伝承で行基が彫像者となり知名度を高くしてい ことから









全国的に広がっている行基の造仏伝承を見ていくと、行基にも熊野参詣や夢告による彫像伝承があり、岩窟や岩壁、岩上等とても修験者でなければ行けないようなところに仏像が安置されている。これらには、山岳修験者や熊野修験が伝承に関与しているのだろう。熊野信仰を伝播するものによっても、造仏する行基の名は語られていったと考えられないだろうか。諸国を巡錫する行基の登場は、山岳や廻国を修 とする彼らの姿と重なって く。熊野信仰に篤 豊島氏 信仰を背景に、豊島氏と足立氏周辺で生じた女性入水の滅罪供養を契機に、往生へと導く六阿弥陀伝承の中にこうした基の名が導入されていったものと推測され
　　





の板橋と豊島郡』板橋区郷土資料館、一九九七年）による。（（）『豊島・宮城文書』所収「Ⅲ豊島・宮城氏関係系図」 （豊島区立郷土資料館、一九八八年） 、杉山博編『豊嶋氏の研究』 （名著出版、昭和五〇年五月）巻末系図参考。また、 『源威集 （ 『豊島氏編年史料Ⅰ』所収「史料一」豊島区立郷土資料館、一九九二年）には常家が「豊島平検仗恒家」とあることから、常家を豊島氏の祖と考える見方もある。（（）『豊島氏編年史料Ⅱ』所収「史料補二七」 （ 区立郷土資料館 一九九 年三月） 。（（）註
（（）、今野慶信「武蔵豊島氏と鎌倉葛西氏―図録『豊島氏とその時代』補説―
　
（ 『板橋区立郷土資料館紀要』第一二号、板橋区教育委員会、一九九八年） 。（（）「平塚明神并別当城官寺縁起絵巻の成立」 （ 『文化財研究紀要』第６集、東京都北区教育委員会、平成五年三月） 平成元 九月から同四年七月まで、一〇回にわたって「北区の社会教育」に掲載した原稿に加筆・訂正をほどこしたものとなっている。（（）北区飛鳥山博物館に委託保存されてい 原本で不明な箇所だけを閲覧させていただいたが、以下の書誌 関する内容は澤登寬聡氏の論文による。（（）城官寺の歴代住職の墓石を拝観したが□の部分は読み取れなかった 澤登氏は升という字を当て 翻刻されている。








     
年六月） 。（（（）五来重『増補高野聖』 （角川書店、 昭和五〇年六月） 、 同『仏教と民俗』 （角川書店、昭和 一年四月） 、同『日本の庶民仏教 （角川書店、昭和六〇年六月）等に繰り返し触れられている。（（（）『北区史』資料編近世１（北区史編纂調査会、平成四年九月）所収の『新編武蔵
     
風土記稿』による。（（（）註
（（（）から引用。




    
紀要』第二二号、二〇〇一年三月） 。（（（）題箋には「一心六阿弥陀
　
全」とあり、奧書には「延宝七歳
未
初秋吉日／干時文
化三年
寅
正月吉祥日於金府写之／一志摩」とある。よって延宝七年版本を書写し
たものと思われる。一冊、全部で九三紙。（（（）註
（（（）に同じ。
（（0）註
（（（）に同じ。
（（（）図録『遠くと近くの熊野
　
中世熊野と北区展』 （北区飛鳥山博物、平成一八年
一〇月）第二章、第三章参考。
  
（（（）註
（（（）に同じ。
（（（）註
（（（）より引用。
（（（）註
（（（）より引用。
（（（）『続群書類従』第八輯下。（（（）新人物往来社、昭和五九年七月。（（（）註
（（） 
（（（）論文、 加増啓二「水底が秘めた記憶―隅田川周辺の伝説世界―」 （図録『隅
田川流域の古代・中世世界
　
水辺から見る江戸・東京前史』足立区立郷土博物館・
すみだ郷土文化資料館・財団法人宮本記念団編 二〇〇一年） 。
付記
　
本論文執筆にあたり、豊島区・葛飾区・北区・足立区・板橋区等の博物館や郷
土資料館を回り、収蔵資料や企画展の図録をもとに学芸員諸氏よりいろいろとお教えを頂いた。また、北区飛鳥山博物館では貴重な資料の閲覧を許可して頂き、石倉孝祐氏（主任学芸員）からは手厚いご教導を頂いた。記してお礼申し上げる次第である。
